
 

定例記者発表次第 

 

日時／令和５年 11月９日（木） 

    10時 40分 開始予定 

会場／矢板市役所 第一委員会室 

 

１ 開会 

 

 

２ 記者発表案件 

（１）スーパー道ぶしん補助金交付要綱の制定について（建設課） 

 

 

３ 提供案件 

（１）令和５年度矢板市障がい者週間のつどいの開催について（社会福祉課） 

 

（２）「矢板市こどもまんなか応援ブック」について（子ども課） 

 

（３）「矢板市親子で星空観察教室」の開催について（生涯学習課） 

 

（４）矢板市立図書館 12月イベントの開催について（生涯学習課） 

（５）矢板武記念館お化け屋敷「聚薼
しゅうじん

邸
てい

」の開催について（生涯学習課） 

 

４ 質疑応答 

 

 

 

５ その他 

 

 

 

６ 閉会 

 

 

 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

 

記者発表予定  令和５年 12月８日（金）10時 30分～ 第一委員会室 



様式第 2 号 

記者発表資料 

                   

  令和５年 11 月 9 日（木）発表・提供 

件  名 スーパー道ぶしん補助金交付要綱の制定について 

１ 目的（趣旨） 

  現在、認定外道路等の整備については、各行政区に対して「道ぶしん原材料支

給制度」を活用していただき対応していますが、未舗装道路の舗装や、簡易舗装

の舗装打替え等の要望が増える中、高齢化により、地域での補修等が年々難しく

なっています。 

そこで、地域の方々の負担を軽減することを目的に、舗装整備や舗装修繕を行

う行政区に対し、工事費用を補助する制度の要綱を、新たに制定します。 

２ 補助対象者／対象道路 

  行政区／認定外道路で、かつ、次のいずれかに該当するものとします。 

⑴ 幅員３ｍ以上のもの。 

⑵ 沿線に居住する者又は土地の利用者を合わせて３軒以上供用しているもの。 

３ 交付申請期間 

  毎年４月１日から５月 31 日まで 

４ 補助金額 

  100 万円を上限とし、工事に係る費用の全てを補助します。また、申請につい

ては１行政区に対し、１年度１回とします。 

５ 施行日 

  令和６年４月１日 

６ その他 

  県内 25 市町のうち 14 市町で同様の事業を実施していますが、本市の補助が

一番手厚い内容となります。 

※提供資料の有無：有（別添のとおり）・無 

担 当 課 ・ 担 当 名 建設課 維持担当 

担  当  者  名 赤羽 亮太 

電  話  番  号 0287-43-6212 内線電話番号 4320 

 



矢板市建設部 建設課 ℡0287-43-6212
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スーパー道ぶしん補助金交付要綱

（趣旨）

第１条 この要綱は、身近な道路を地域住民が相互に協力することにより快適な道

路環境を整備するため、地元行政区が行う道路の舗装工事を支援するとともに、

住民と協働による道路の維持を目的とした、スーパー道ぶしん補助金（以下「補

助金」という。）に関し、矢板市補助金等交付規則（平成１４年矢板市規則第１

８号）に規定するもののほか必要な事項を定め、予算の範囲内で補助金を交付す

るものとする。

（定義）

第２条 この要綱において、「認定外道路」とは、国道、県道、市道と異なり、道

路法（昭和２７年法律第１８０号）が適用されない、公共性のあるものをいう。

（補助申請対象者）

第３条 補助金の対象者は、工事を発注する行政区長とする。

（補助対象道路）

第４条 補助金の対象となる道路は、用地の取得による拡幅を伴わない認定外道路

で、かつ、次の各号のいずれかに該当するものとする。

⑴ 幅員３．０ｍ以上のもの。

⑵ 沿線に居住する者又は土地の利用者を合わせて３軒以上供用しているもの。

（補助対象経費）

第５条 補助金の交付対象となる経費は、工事に係る費用（消費税及び地方消費税

を含む。）の全てとする。

（補助金の額）

第６条 補助金の額は、１００万円を上限とする。



（交付の申請）

第７条 補助金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、スー

パー道ぶしん補助金交付申請書（別記様式第１号）に次に掲げる書類を添えて、

市長に提出しなければならない。

⑴ 工事計画書（別記様式第２号）

⑵ 組織者名簿（別記様式第３号）

⑶ 位置図

⑷ 見積書の写し

２ 交付申請の期間は、毎年４月１日から５月３１日までとする。ただし、当該期

間内の申請で予算に達しなかった場合は、この限りでない。

３ 交付申請の回数は、毎年度、各行政区１回を限度とする。ただし、予算の範囲

内においては、この限りでない。

（交付の決定）

第８条 市長は、行政区長から前条に規定する申請があった場合は、当該申請に係

る書類を審査し、内容が適正であると認めて補助金の交付を決定したときは、

スーパー道ぶしん補助金交付決定通知書（別記様式第４号）により、申請者に通

知するものとする。

（変更申請）

第９条 前条の規定により交付決定通知を受けた申請者は、第７条の規定による申

請内容に変更が生じた場合は、スーパー道ぶしん補助金交付変更申請書（別記様

式第５号）に変更内容が分かる書類を添えて市長に提出し、スーパー道ぶしん補

助金交付変更決定通知書（別記様式第６号）による決定を受けなければならない。

（工事発注業者）

第１０条 工事を発注する業者は、矢板市内の本市に登録を受けた建設業者に限る。



（交付請求）

第１１条 申請者は、補助金の交付を受けようとするときは、スーパー道ぶしん補

助金交付請求書（別記様式第７号）に次に掲げる書類を添えて、市長に提出しな

ければならない。

⑴ 交付決定通知書の写し

⑵ 工事状況写真（施工前、施工中、施工後）

⑶ 工事費請求書の写し

（実績報告）

第１２条 申請者は、事業が終了したときは、遅滞なくスーパー道ぶしん補助金実

績報告書（別記様式第８号）に領収書の写しを添えて、市長に報告しなければな

らない。

（交付の決定の取消し及び返還）

第１３条 市長は、申請者が次の各号のいずれかに該当すると認めたときは、交付

決定を取り消し、スーパー道ぶしん補助金交付決定取消通知書（別記様式第９

号）により、申請者に通知するものとする。

⑴ この要綱に違反する事実があったとき。

⑵ 偽りその他不正な手段により補助金の交付決定又は交付を受けたとき。

⑶ 市長の決定を受けないで工事計画を変更したとき。

⑷ 工事の全部又は一部を中止したとき。

⑸ 工事計画書の期限内に工事が完了しなかったとき。

⑹ 補助金を他の用途に使用したとき。

⑺ 工事費用が交付決定の額より下回ったとき。

２ 市長は、前項の規定により補助金の交付の決定を取り消したときは、既に交付

した補助金の全部又は一部の返還を命ずることができ、スーパー道ぶしん補助金



返還通知書（別記様式第１０号）により、申請者に通知するものとする。

３ 申請者は、前項の規定により補助金の返還を命ぜられたときは、前項の通知書

に記載のある期限内に当該補助金を市長に返還しなければならない。

（他の支給制度との重複の禁止）

第１４条 この要綱による補助金は、他の支給制度と併用することはできない。

（調査）

第１５条 市長は、必要があると認めるときは、行政区長若しくは関係者への調査

を行うことができる。

（その他）

第１６条 この要綱に定めるもののほか必要な事項については、市長が別に定める。

附 則

この要綱は、令和６年４月１日から施行する。



様式第 6 号 

記者発表資料 

                   

  令和５年 11 月９日（木）発表・提供 

件  名 令和５年度矢板市障がい者週間のつどいの開催について 

令和５年 12 月３日に福祉に対する理解と認識を深め、地域の中で安心して生活

できる社会を実現していくため、また、未来を担う子どもたちや地域住民における

障がいへの理解・啓発を図るため「障がい者週間のつどい」を開催する。 

１ 日時  令和５年 12 月３日（日） 午後１時 30 分から午後３時 30 分 

２ 場所  片岡公民館 コミュニティホール 

３ 主催  矢板市・矢板市自立支援協議会 

  協力  矢板市社会福祉協議会 

出店・展示協力 社会福祉法人たかはら学園 

        労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団矢板地域

福祉事業所 

        一般社団法人 FiveLeaf、株式会社 KAKINENASHI 

        一般社団法人さらさ、株式会社テトテ 

４ 内容 〇たかはら学園和太鼓クラブによる和太鼓演奏 

     〇講演・パネルディスカッション 

      「ひきこもりの支援について～経験者・当事者家族からのメッセージ」 

       講師 栃木県子ども若者・ひきこもり総合相談センターポラリス☆と

ちぎセンター長 中野 謙作氏 

      ひきこもり経験者・当事者家族 吉成 勇一氏、吉成 啓子氏 

     〇矢っちゃれ隊によるよさこい演舞 

５ 参加対象 一般参加者  

６ 参加人数 100 名を予定 

７ 備考 チラシを添付 

担 当 課 ・ 担 当 名 社会福祉課 障がい福祉担当 

担  当  者  名 齋藤 由貴恵 

電  話  番  号 0287-43-1116 内線電話番号 3120 

 



 

主催：矢板市・矢板市地域自立支援協議会  協力：矢板市社会福祉協議会 

《問い合わせ》矢板市地域自立支援協議会事務局（矢板市社会福祉課） 

 ☎0287-43-1116    FAX0287-43-5404 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

中野 謙作（なかの けんさく）先生
せんせい

  プロフィール 

昭和 34年 東京都生まれ。 

平成 7年に高根沢町で学習塾を開塾し、そこで困難を抱える子どもと出会ったのが 

きっかけで、28年間、子ども若者支援を続けている。平成 22年に一般社団法人栃 

木県若年者支援機構を設立し、子ども若者・ひきこもり支援の総合的な事業を構築。 

行政との協働、県内の民間団体との連携を軸に切れ目のない支援を目指し、子ども 

や若者の SOSに対応し、日夜活動している。 

「令和２年度「子供と家族・若者応援団表彰」内閣総理大臣賞受賞。 

現在、一般社団法人栃木県若年者支援機構代表理事  

         栃木県子ども若者・ひきこもり総合相談センター「ポラリス☆とちぎ」センター長 

高根沢町教育委員会教育委員（6期目）   

第 36期栃木県社会教育委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講話・パネルディスカッション 
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ロビーにて福祉サービス事業所による 

販売会を実施します！ 

焼き菓子、おしるこ、コーヒーなど。ぜひお立ち寄

りください！ 
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内 容 詳 細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

場 所 片岡公民館 コミュニティホール  

                         

  矢板市地域自立支援協議会とは   

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

時 間 内 容 

１３：００～１３：３０ 
・受付開始 

・コミュニティホールにて福祉サービス事業所等による販売会開始 

１３：３０～１３：４５ 

 

《開会行事》 

○オープニングアトラクション  たかはら学園和太鼓クラブ 

○開会のことば 主催者あいさつ 

１３：４５～１４：４５ 

《講話・パネルディスカッション》 

「ひきこもりの支援について ～経験者・当事者家族からのメッセージ～」 

○講師 栃木県子ども若者・ひきこもり総合相談センターポラリス☆とちぎ 

    センター長 中野 謙作氏 

 経験者・当事者家族：吉成 勇一氏、吉成 啓子氏 

１４：４５～１５：００ 

《閉会行事》 

〇矢っちゃれ達によるよさこい演舞 

〇閉会のことば 

１５：００～１５：３０ 
・アンケート記入（アンケート記入者へプレゼント！先着 200 名限定） 

・コミュニティホールにて福祉サービス事業所等による販売会開始 

障がい者週間のつどい 
ひきこもりは、誰にでも起こりうるものです。ひきこもり

の支援についてお話していただきます。経験者、当事者家

族のお話もあります。 

 矢板市地域自立支援協議会は、矢板市の障がい

者等への相談支援事業や地域の障がい福祉に関す

ることを話し合う協議会です。協議会のメンバー

は地域の保健・医療・福祉関係者や教育・雇用関係

者、障がい福祉関係団体、地域住民代表、障がい福

祉サービス事業者、法曹関係者などです。 

 

 出店・展示協力団体  

社会福祉法人 たかはら学園  

労働者協同組合ﾜｰｶｰｽﾞｺｰﾌﾟ･ｾﾝﾀｰ事業団 

矢板地域福祉事業所 

一般社団法人 FiveLeaf 

株式会社 KAKINENASHI 

一般社団法人 さらさ 

株式会社 テトテ 

  

当日は、障がい者用駐車スペースを確保

してありますのでご利用ください。 
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様式第 2 号 

記者発表資料 

                  令和５年 11 月９日（木）発表・提供 

件  名 「矢板市こどもまんなか応援ブック」について 

（説明文） 

本市は６月に、県内自治体で初めて「こどもまんなか応援サポーター」を宣言

し、こどもに関する施策を推進するため、「結婚」「産前・産後」「育児」「就学」

の４つのライフステージに合わせた子育て支援の取組を「Yaita こどもまんなか

プロジェクト」として実施しております。 

それらの取組を含む各事業の紹介や、こどもに関連する施設の情報、成長に応

じた支援サービス等の情報をまとめた「矢板市こどもまんなか応援ブック」をこ

のたび作成いたしましたので、お知らせいたします。 

１ 内容 

・子育て応援カレンダー 

・図書館、公園などの市内施設案内 

・困ったときに活用できる相談窓口 

・保育所(園)・認定こども園情報 

・子育て支援情報 など 

２ 配布開始時期 

令和５年 10 月 30 日(月)～ 

３ 発行部数 

4,000 部（電子書籍版有） 

４ 配付場所 

市民課、子ども課窓口 

５ 配布対象者 

婚姻届提出者、子育て世代の転入者、妊娠届提出者等 

※提供資料の有無：有（別添のとおり）・無 

担 当 課 ・ 担 当 名 子ども課子育て支援担当 

担  当  者  名 渡邊 明日香 

電  話  番  号 0287-44-3600 内線電話番号 3321 

 

































様式第 6 号 

記者発表資料 

                   

  令和５年 11 月９日（木）発表・提供 

件  名 「矢板市親子で星空観察教室」の開催について 

(説明文) 

 矢板市立安沢小学校の屋上にある天体ドームの中に入って、大きな望遠鏡で月の

表面を観察する。校庭では、星座についての解説、双眼鏡や望遠鏡とスマホアプリ

で手軽に月や星座など観察を行う。 

１ 日時  令和５年 11 月 18 日（土）18 時 00 分から 

２ 場所  矢板市立安沢小学校 天体ドーム、体育館、校庭 

      （矢板市安沢 1482）  

３ 主催  矢板市教育委員会 生涯学習課 

      片岡公民館（共催） 

４ 内容  星空、月面の観察および解説 

大型天体望遠鏡で月面を観察したり、双眼鏡で星座を観察したりす

る。星座についての知識を深める。 

       ※スマホアプリを活用して、見たい星座等の調べ方も学ぶ。 

５ 講師  星空観察ボランティア数名 

６ 参加対象 矢板市内在住の小中学生とその保護者（家族） 

７ 参加人数 親子 20 組（市内募集 10・片岡公民館 10） 

       10 月 31 日に申込締め切り、応募者多数のため抽選で決定済 

８ 備考 

  実施要領・パンフレットなどを添付 

    天体ドーム、大型望遠鏡のメンテナンスを始めとする多くのボランティアの方

の力により長年眠っていた天体ドームが再始動。たくさんの方の善意と熱意に

よって、大人も子どももワクワクするような星空観察会が実現します。 

担 当 課 ・ 担 当 名 生涯学習課まなび担当 

担  当  者  名 海瀬 裕之 

電  話  番  号 0287-43-6218 内線電話番号 5210 

 



日 時 令和５年11月18日（土）１8：００～２０：0０

対 象 矢板市在住の小・中学生とその保護者

内 容 天体望遠鏡・双眼鏡で月や星座を観察する

費 用 無料

講 師 星空観察ボランティア 石川 民男 氏

会 場 安沢小学校体育館・校庭・天体ドーム

雨天時 室内で星座や彗星についての講話、星空の見方

定 員 親子１０組（希望者多数の場合は、抽選により決定）

申込方法 右記の専用フォームよりお申込みください。

申込期間 令和５年１０月３１日（火）１６時まで

問い合わせ 矢板市教育委員会生涯学習課まなび担当 ☎ 0287-43-6218  
✉ syougaigakusyuka@city.yaita.tochigi.jp

申込みフォーム

親子で星空観察教室
参 加 者 募 集

双眼鏡とスマホアプリでお気軽に星空を観察できる！

矢板市

なくてもご参加いただけます。

安沢小学校の天体ドームから月を見てみよう！



月の表面を見てみよう！月の表面を見てみよう！
安沢小学校の巨大天体望遠鏡で安沢小学校の巨大天体望遠鏡で

安沢小学校の屋上には、

天体ドームがあります。

この中にある

大きな望遠鏡で

月の表面を見てみると

どんなふうに見えるかな？



令和５年度矢板市親子で星空観察教室実施要項  

 

１ 趣 旨  親子で星空を観察する機会を創出し、ふれ合いを通して家庭教育を充実さ 

せる。家族以外の地域の様々な人と関わり、見守られることで子どものより 

よい成長を促す。 

 体験を通して新たな気付きや学びを得たり、他の参加者と関わったりする 

ことで、大人にとっての学びの場となるようにする。 

 

２ 主 催  矢板市教育委員会生涯学習課 

       片岡公民館（共催） 

 

３ 日 時  令和５年 11 月 18 日（土）18：00～20：00 

※雨天決行 雨天時は、室内で星座や星についての講話、星の観察方法を学ぶ 

 

４ 場 所  矢板市立安沢小学校 天体ドーム、体育館、校庭 

        

５ 対 象  矢板市在住の小・中学生とその保護者 

 

６ 内 容  星空、月面観察 

大型天体望遠鏡で月の表面を観察したり、双眼鏡で星座を観察したりする 

       ※スマートフォンのアプリを活用して、見たい星座等の調べ方を学ぶ 

        

７ 講 師  星空観察ボランティア 石川 民男 氏 

小原 公敏 氏 

           墨野倉 泰宏 氏 

           渡部 修 氏 

           海瀬 元之 氏 

社会教育士 杉山 順子 氏      他 

        

８ 事業費  ０千円 

 

９ 参加費  無料 

 

10 周知方法 学校を通じて、チラシ配布→申込フォーム 

 

11 広 報  矢板市 HP、学校向け広報チラシ、生涯学習館掲示板にて実績報告 



様式第 6 号 

記者発表資料 

                   

  令和５年 11 月 9 日（木）発表・提供 

件  名 矢板市立図書館 12 月イベントの開催について 

(説明文) 

 矢板市立図書館主催のイベントをお知らせいたします。 

 

１ えほんひろば＆赤ちゃんのじかんクリスマス会 

  人形劇やパネルシアター、読み聞かせなどを行います。 

  ○日時 12 月 12 日（火）10：00～12：00  

  ○場所 図書館 視聴覚室 

２ ポットタイムクリスマス会 

  おはなしポットの会による読み聞かせを行います。ともなりサンタがやってき

ます！ 

  〇日時 12 月 16 日（土）14：00～15：00 

  〇場所 図書館 絵本のおへや 

３ クリスマス工作会 

  しかけえほんを作ってクリスマスを楽しみましょう！ 

  〇日時 12 月 17 日（日）10：30～12：00 

  〇場所 図書館 視聴覚室 

 

担 当 課 ・ 担 当 名 
生涯学習課課まなび担当 

矢板市立図書館 

担  当  者  名 
（生涯学習課） 増渕 和成 

（図 書 館） 髙瀬 千恵子 

電  話  番  号 
（生涯学習課） 0287-43-6218 

（図 書 館） 0287-43-5661 

内線電

話番号 

 

 



記者発表資料 

 令和５年 11月９日（木）発表・提供 

件  名 矢板武記念館お化け屋敷「聚薼
しゅうじん

邸
てい

」の開催について 

 日本遺産構成文化財及び市指定文化財「矢板武記念館」を活用し、下記のと

おりイベントを開催いたします。 

１ 目的（趣旨） 

このイベントを開催することで、これまで矢板武記念館に来たことがな

い人に足を運んでいただく機会を提供するとともに、街中のにぎわいを

創出することを目的とする。 

２ 日時 

令和５年 11月 26日（日）13：00～16：30  ※16：00受付終了 

３ 場所 

矢板武記念館 母屋 

４ 内容 

江戸時代の家屋を活用したお化け屋敷を開催する。 

５ 参加者 

どなたでも ※申込不要 

６ 参加費 

小学生以上 100円。 

未就学児は無料。ただし保護者同伴でお願いします。 

その際の保護者の方は参加費 100円かかります。 

７ その他 

・入館料は無料です。 

・11月 26日(日)は終日、母家の常設展示は御覧いただけません。 

・お車でお越しの方は、市役所駐車場を御利用ください。 

８ 主催 

矢板市生涯学習課 

※提供資料の有無：有（別添のとおり）・無 

担当課・グループ 生涯学習課 文化担当 

担  当  者  名  蛭田 翔 

電  話  番  号  0287-43-6218 内線電話番号 5220 

 


